
○ 日 時 平成２８年３月１５日（火）午後６時００分

○ 場 所 恵庭市保健センター１階機能訓練室

１．開会

２．会長挨拶

３．議事

（１）平成２７年度新規事業実施報告について

（２）平成２８年度保健事業の推進について

（３）平成２８年度予算の概要について

４．その他

５．閉会
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平成２７年度　第３回

恵庭市保健センター運営協議会
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（１）平成２７年度新規事業実施報告について

① 医療給付金支給事業について

１．事業名

　恵庭市子宮頸がん予防ワクチン接種後の症状に対する医療給付金支給事業

２．目　的

　本市が実施した子宮頸がん予防ワクチンの接種（ヒトパピローマウイルス感染症予防接種）を受

けたことにより、健康被害等が発生した場合に、実態に即して適切な医療が受けられるよう医療給

付金を支給する。

３．支給対象者

　子宮頸がん予防ワクチンの接種を受けたことにより健康被害等が発生し、本市に報告及び相談等

を行った者で、現に症状を有している実態に即して医療を受ける者

４．医療給付金の額

　(1)医療費（保険診療に限る）の自己負担分

　(2)医療手当　政令第11条第1項各号及び同条第2項の規定を準用する。ただし、政令に規定する

　　額に改正があったときは、改正があった日の属する月の医療手当から改正後の政令の規定を準

　　用する。

＜対象となる医療＞

＜医療手当の額＞

①その月において上記①から④までの医療を受けた日数が3日以上　　　36,000円

②その月において上記①から④までの医療を受けた日数が3日未満　　　34,000円

③その月において上記⑤の医療を受けた日数が8日以上　　　　　　　　36,000円

④その月において上記⑤の医療を受けた日数が8日未満　　　　　　　　34,000円

⑤同一の月に①から④と⑤の両方を受けた場合　　 　　　　　　　　　36,000円

　(3)保険外医療手当　市長が特に必要と認める保険外の医療に要した額の1/2の額とし、50,000円

　　を限度とする。　

５．支給期間

支給決定した日の属する月から平成29年3月31日まで

※国等における救済制度等に関し一定の方向性が示されると思われる期間であり、これらの状

　況に応じ期間の延長や支給額の変更等を含め、あらためて事業の見直しを行う。

６．支給対象者

平成27年度支給対象者　　　1名
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② がん検診クーポン券事業について

１．事業の概要

恵庭市が実施する「大腸、子宮、乳がん検診」において、一定の年齢、条件の者にがん検診の

自己負担金が無料となる「クーポン券」を送付して、受診を勧奨するとともに、そのうちの

未受診者に再勧奨を実施することで、検診受診の動機付けによるがん検診の受診を促進し、

がんの早期発見につなげ、がんによる死亡者の減少を図ることを目的とする。

２．事業の実施期間

　平成２７年４月１日～平成２８年２月２９日

３．事業実績(受診者数はH28.2.29現在判明分）

（１）がん検診推進事業（大腸がん検診）

（２）新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業（子宮頸がん、乳がん検診）

（３）働く女性支援のためのがん検診未受診者対策緊急支援事業（子宮頸がん、乳がん検診）

　　　　　　　　※25～40歳の者は、H22～26年度未受診者が対象

　　　　　　　　※45～60歳の者は、H22～26年度未受診者が対象

　　　　　　　　※いずれもH22～26年度未受診者が対象

　　　　　　　　※いずれもH22～26年度未受診者が対象 1,357 132

1,639 151

52歳 昭和37（1962）年4月2日～昭和38（1963）年4月1日

9.7%

57歳 昭和32（1957）年4月2日～昭和33（1958）年4月1日 299 29 9.6%

9.2%

1,734 204

11.4%

7.6%

12.7%

11.7%

8.6%

366 42

327 33 10.0%
乳がん

42歳 昭和47（1972）年4月2日～昭和48（1973）年4月1日 365 28

47歳 昭和42（1967）年4月2日～昭和43（1968）年4月1日

37歳 昭和52（1977）年4月2日～昭和53（1978）年4月1日 329 42

9.1%
子宮頸がん

22歳 平成4（1992）年4月2日～平成5（1993）年4月1日 288 12

検診名 年齢 生年月日 対象者数 受診者数

32歳 昭和57（1982）年4月2日～昭和58（1983）年4月1日 263 24

339 23

4.1%

27歳 昭和62（1987）年4月2日～昭和63（1988）年4月1日 207 18

22 7.2%

受診率

55歳 昭和34（1959）年4月2日～昭和35（1960）年4月1日 267 21 7.8%

60歳 昭和29（1954）年4月2日～昭和30（1955）年4月1日

21.7%

45歳 昭和44（1969）年4月2日～昭和45（1970）年4月1日 286 21

6.7%

7.3%

50歳 昭和39（1964）年4月2日～昭和40（1965）年4月1日 303

40歳 昭和49（1974）年4月2日～昭和50（1975）年4月1日 342 49 14.3%

乳がん

40歳 昭和49（1974）年4月2日～昭和50（1975）年4月1日 539 117

30歳 昭和59（1984）年4月2日～昭和60（1985）年4月1日 303 31 10.2%

35歳 昭和54（1979）年4月2日～昭和55（1980）年4月1日 324 33 10.1%

子宮頸がん

20歳 平成6（1994）年4月2日～平成7（1995）年4月1日 403 20 4.9%

25歳 平成1（1989）年4月2日～平成2（1990）年4月1日 267 18

55歳

60歳

大腸がん

検診名 年齢 生年月日

昭和34（1959）年4月2日～昭和35（1960）年4月1日

昭和29（1954）年4月2日～昭和30（1955）年4月1日

受診率

13.9%

10.4%

10.1%

14.6%

16.5%

受診者数

148

103

90

122

151

対象者数

1,059

983

887

834

913

検診名 年齢 生年月日

昭和49（1974）年4月2日～昭和50（1975）年4月1日

昭和44（1969）年4月2日～昭和45（1970）年4月1日

昭和39（1964）年4月2日～昭和40（1965）年4月1日

40歳

45歳

50歳

4,676 614 13.1%

1,087 96 8.8%

対象者数 受診者数 受診率

6.7%



（２）平成２８年度保健事業の推進について

・３５～３９歳の市民等を対象に身体計測、検尿、血液検査
等の健康診査を行う。

人 人

・胃、大腸、肺、子宮、乳がん検診を集団、送迎バス、
個別医療機関で実施する。

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

人
人
人

　クーポン対象者

　　子宮・・・20、25、30、35、40歳の者（25～40歳は過去5ヶ年度（H23～H27）未受診者）
　　乳　 ・・・40、45、50、55、60歳の者（45～60歳は過去5ヶ年度（H23～H27)未受診者）

人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人

　コールリコール（42、47、52、57歳）、補正分（45、50、55、60歳）

※子宮、乳のコールリコール、補正分は過去5ヶ年度（H22～H26）未受診者

・生活習慣病の発症リスクが高い者に対する特定保健指導に
加え、特定保健指導の対象とはならなくても、検査数値から
その重症度に応じた保健指導を実施する。

% %
回 回
% %
回 回
回 回

・生活習慣病、介護を要する状態になることの予防等を図る
ため、正しい知識の普及と適切な指導、支援を行う。

回 回

・3回、150人
回 回

・市民との協働によるウォーキング体験会やセミナーを開催
し、普及啓発を図る。

回 回

280人
1,017人

－ 485人
77 86

コールリコール 補正分
大腸がん検診

　　大腸・・・40、45、50、55、60歳

　　子宮・・・　クーポン（20歳）

子宮がん検診 89 252人

合計

　合　計 689 167 161
乳がん検診 115 90

485
クーポン

　合　計

154
乳がん検診

H27予算 H27補正

162
316
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ウォーキング普及事業

H28予算
3

健康増進事
業

健康教育事業

健康づくり講演会 2 2

60 60

高齢者健康教育事
業

H28予算 H27予算
開催回数

重症化予防（個別） 60 60
健診結果説明会 12 10

特定保健指導等事業

H28予算 H27予算

 クーポン対象者

　　乳　・・・　 クーポン（40歳）
　コールリコール（22、27、32、37歳）、補正分（25、30、35、40歳）

乳がん検診 780 1,123

－

子宮がん検診

H28予算
がん検診推進事業

クーポン

喀痰検査 118 196
子宮がん検診 832 1,223

各種がん検診事業

受診者数 H28予算 H27予算

※後期高齢者の胃・大
腸・肺がん検診費用の
支払いは国保医療課で
対応

胃がん検診 2,185 1,981
大腸がん検診 2,495

受診者数 48 35

2,003
肺がん検診 2,219

事業項目
具体的事業

事　業　名 事業の目的・内容

健康診査等
事業

健康診査

H28予算 H27予算

1,995

開催回数

75

特定保健指導（実施率） 52 45
その他の
保健指導

発症予防（集団） 6 5

7 6

3
H27予算

H28予算 H27予算
開催回数



・健康づくり相談日の開設や電話相談などで心身の健康につ
いて個別の相談に応じて必要な指導、助言を行う。

回 回

・心身機能の低下している方に対し、必要な訓練を行うこと
により閉じこもり防止、日常生活の自立を援助する。

回 回
人 人

人 人

回 回
回 回

・妊娠・出産・育児に関する情報提供や相談、仲間づくりの
機会とする教室を開催する。

・特定不妊治療を受ける夫婦の経済的負担の軽減を図るため
治療費を助成する。

件 件

回 回
回 回

・乳幼児における身体発育、運動、精神発達の遅れを早期に
発見し、適切な療育につなげ、健康に成長できるよう健康診

・３～４か月児 査を行い支援する。
・９～１０か月児
・１歳６か月児
・３歳児 人 人

人 人
人 人
人 人

人 人
人 人
人 人
人 人３歳児健診 586 567 96.8%

母子保健事
業

９～１０か月児健診 526 516 98.1%
１歳６か月児健診 541 531 98.2%

H27予算
対象者数 受診者数 受診率

３～４か月児健診 521 510 97.9%

１歳６か月児健診 540 530 98.1%
３歳児健診 567 552 97.4%

３～４か月児健診 510 501 98.2%
９～１０か月児健診 515 508 98.6%

養育支援訪問 94 94

乳幼児健診

H28予算
対象者数 受診者数 受診率

乳児家庭全戸訪問
H28予算 H27予算

養育支援訪問 乳児家庭全戸訪問 495 494

特定不妊治療費助成

H28予算 H27予算

申請件数 31 30

妊婦教室(回数) 　3回×年6コース 3回×年6コース

両親教室(回数) 年6回 年6回

超音波検査(回数) 6 4

妊婦・両親教室

H28予算 H27予算

523 580

H28予算 H27予算
　一般健診(回数) 14 14

妊婦健康診査

機能訓練事業(回数) 47 48
訪問指導(人数) 24 20

母子健康手帳の交付

健康増進事
業

健康相談事業

H28予算 H27予算
実施回数 220 220

機能訓練・訪問指導事
業

事業項目
具体的事業

事　業　名 事業の目的・内容

H28予算 H27予算

H28予算 H27予算
交付数



・３～４か月児を対象に股関節脱臼の検診を行う。

人 人

人 人

・子どもの健康と育児に関する育児教室や相談日を開設する。

回 回

回 回

・また、電話相談も開設し、随時対応する。
・0歳児の親に対し、救急対応等の理解を深めるための冊子
を改訂・作成し配布する。
・う歯予防の適切な習慣を形成し、う歯の低年齢化、重症化
を防ぐため、歯科健診やフッ素塗布を実施する。

フッ素塗布
回 回

人 人

･8020運動の実現に向け、歯槽膿漏など歯周病予防のための
歯科健診を実施する。

回 回

回 回

回 回

・6月の食育月間のほか、食に関するイベントにおいて、各団
体が取り組んでいる食育推進事業のパネル展示等を行い食育
の普及を図る。

回 回
・また、スローガンロゴやのぼり等により普及啓発を推進す
る。
・食への関心を高め、「生涯にわたる健やかな暮らしの実現」
を目指して講演会等を開催する。

回 回
回 回

・各種予防接種を行う。

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

水痘 1,328 1,332

高齢者肺炎球菌 1,654 1,629

予防接種

2,106

高齢者等ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 8,306 8,126

二種混合

子宮頸がん予防 5

平成28年4月1日より定期接種5,000 -日本脳炎

ヒブ 2,128

454 402
麻しん風しん 1,115 1,043

四種混合 2,054 1,970

ＢＣＧ 507 517
不活化ポリオ 42 333

8

個別接種
延接種者数

備考
H28予算 H27予算

4

食育講演会、食育講座
H28予算 H27予算

食育講演会(回数) 1 1
食育講座(回数) 5

健口教室 4 3

食育推進事
業

えにわの食育展 H28予算 H27予算
実施回数 4

実施回数 8 8

歯科口腔保健普及啓発
事業

H28予算 H27予算

講演会 ー 1

1,989 2,125

成人歯科健診・相談

H28予算 H27予算

こどもの救急冊子作成

歯科保健事
業

幼児歯科健診・相談

H28予算 H27予算

歯科健診(回数) 48 48

フッ素塗布者数

育児教室(回数) 6 6

育児相談(回数) 12 12

検診者数 521 478 91.7%

育児教室、育児相談
H28予算 H27予算

93.3%

H27予算
対象者数 受診者数 受診率

母子保健事
業

先天性股関節脱臼検診 H28予算
対象者数 受診者数 受診率

検診者数 510 476

事業項目
具体的事業

事　業　名 事業の目的・内容

7

小児用肺炎球菌 2,017

H28予算 H27予算

予防接種事
業

2,202



・肝炎ウィルス感染状況を把握するため血液検査を行い、
必要に応じ保健指導を行う。

人 人

・血液検査を行いエキノコックス症の早期発見と治療を
普及啓発 図る。

人 人

・診療所を運営し、夜間・休日の内科・小児科系一次救急の
診療日空白ゼロを維持する。

人 人

・けが等の外傷は、夜間・休日の在宅当番医療機関で診療す
る。
・年３回開催
・市の救急医療体制の確保と充実を図るため、市内の二次救
急医療機関（救急告示病院）に対して助成する。

・保健センターに医療顧問医師を配置する。

回 回

・市民の健康に関する情報をシステムで管理し、有効活用を
図る。
・市民が有効に活用できるよう保健センターの維持管理等を
行う。

・保健センター運営協議会を開催し、保健事業の推進につい
て検討する。
・年３回開催 　
・献血の普及啓発を図る。
・薬物乱用防止の普及啓発を図る。

・歩くことに関連したイベント等をはじめとした仕掛けや仕組みに
より、市民の健康への関心と参加を促し、健康づくりを推進するま
ちづくりにつなげる。

5,110

556

歩くことを通
したまちづく
り事業

歩くことを通したまち
づくり事業<新規>

薬物乱用防
止事業

薬物乱用防止事業

保健セン
ター維持管
理事業

保健センター施設管理

保健セン
ター運営協
議会事業

保健センター運営協議
会事業

献血事業 献血事業

救急医療対
策事業

救急医療対策会議

二次救急医療助成事業

保健セン
ター運営事
業

保健センター医療顧問
医師設置事業

健康づくりデータバン
ク事業

H28予算 H27予算

配置日数

受診者数 90 80

週2 週2

夜間・休日
急病診療所
運営事業

夜間・休日急病診療所
運営事業

H28予算 H27予算

患者数 4,708

H27予算

感染症予防
事業

肝炎ウィルス健診

H28予算 H27予算

受診者数 728

エキノコックス症健診

H28予算

事業項目
具体的事業

事　業　名 事業の目的・内容



・精神障害者保健福祉手帳の申請窓口業務を行う。
　（申請受理、進達、発送事務、H28.2月末実績205件）

・精神科機関への通院にあたり、健康保険以外に通院におけ
る医療費を助成しているが、市は申請窓口業務を行う。
　（申請受理、進達、発送事務、H28.2月末実績1,051件）
・障がい者が自立して暮らせるよう、居宅介護、短期入所、
共同生活援助等のサービスを提供する。

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

・うつ、自殺予防のためのこころの健康づくり講演会とパネ
ル展を開催する。

回 回

日間

・精神保健福祉についての正しい知識の普及と電話、来所、
訪問による相談、指導を行う。(H28.1月末実績248件)

・在宅の精神障がい者が地域活動支援センター等に通所する
ために要する交通費を助成し、経済的負担の軽減を図る。

人 人

相談・訪問指導

地域活動支援センター
等交通費助成 H28予算 H27予算

申請者数 20 21

普及啓発事業
H28予算 H27予算

普及啓発講演会 1 2

10普及啓発パネル展

生活介護 12 生活訓練 87
宿泊型自立訓練 49 重度訪問介護 12

共同生活介護 0 就労移行支援 120

共同生活援助 168 施設入所支援 12

居宅介護 24 就労継続Ａ型 60

短期入所 12 就労継続Ｂ型 660

就労継続Ｂ型 455
共同生活援助 就労移行支援 48

H28予算
居宅介護 54 就労継続Ａ型 118

精神保健福
祉事業

精神障害者保健福祉手
帳申請事務

自立支援医療（精神）

自立支援給付事業

H28予算

短期入所 0

生活介護

計画相談

事業項目
具体的事業

事　業　名 事業の目的・内容

24

H27予算 H27予算

0重度訪問介護229

地域移行支援 12

宿泊型自立訓練 16 生活訓練 10

地域移行支援 2 地域定着支援 1

地域定着支援

0 施設入所支援 0
205



・７５歳到達者等を対象に家庭訪問し、介護保険の基本チェ
ックリストを活用し、二次予防事業対象者の把握及び生活指
導等を行う。
・物忘れ等のある方を対象に簡単な検査、質問で評価を行い
認知症等の早期発見、早期対応の相談を行う。

(実）
人 人

人 人

・要支援、要介護状態にならたいため、体力向上トレーニン
グ事業、口腔機能向上事業などを行う。

　4コース 24 人 　4コース 22 人 1コース3回

　3コース 24 人 　3コース 30 人 1コース12回

　3コース 24 人 　3コース 24 人 1コース12回

・認知症や閉じこもり、うつ予防、口腔機能向上、栄養改善
のため保健師等が訪問を行う。

人 人

・高齢者を対象に介護予防の普及啓発のための講演会、介護
予防教室、バランスアップ教室、言語嚥下相談、健康教育を
行う。

40人

36人

3人

・介護予防のための体操を補助するボランティアを育成し介
護予防の社会資源づくりを図る。

人 人

・地域における見守りや支え合いのネットワークづくりを社
協、町内会などと連携して行う。

1 回 1 回

回 回

地域介護予防活動支援
事業

H28予算 H27予算
地域支え合い地域づくり講演会

地域支え合い地域づくり支援 30 30

介護予防地域リーダー
支援事業

H28予算 H27予算
100歳体操ｻﾎﾟｰﾀｰ養成 60 50

健康教育 　40回 1,200人 　40回 1,200人

　2回 　2回

バランスアップ教室 　5回 　3回

言語嚥下相談 　1回 　1回

40人

100人

介護予防普及啓発事業

H28予算 H27予算

介護予防講演会 　２回 140人 　3回 170人

ますます元気教室

体力向上トレーニング

生活機能向上教室

訪問型介護予防事業 H28予算 H27予算

訪問型対象者数 3 6

746 771
あたまの元気度相談 48 48

通所型介護予防事業
H28予算 H27予算

口腔機能向上教室

事業項目
具体的事業

事　業　名 事業の目的・内容

介護予防事
業

二次予防事業対象者把
握事業

H28予算 H27予算

訪問相談数

2人



（３）平成２８年度予算の概要について

《 歳入ベース 》 （単位：千円）

《 歳出ベース 》 （単位：千円）

健康増進事業

歯科保健事業

食育推進事業

感染症予防事業

※患者一人当たり20,367円

歩くことを通したまちづくり事業

献血事業

薬物乱用防止事業

精神保健福祉事業 障害者福祉費

障害者福祉費

介護予防事業

資料３

0 2,000

妊婦健診事業の拡大

保健センター運営協議会事業 165

4,343 4,176 167

事業項目 Ｈ28予算①

5,227 5,218

保健センター運営事業

Ｈ27予算②

各種検診料金収入等 10,961 11,336

6,057

比較①-② 備　考

2,000

夜間・休日急病診療所使用料・手数料 40,281 42,654 -2,373

国・道補助金・交付金 4,278 -1,779

後期高齢者広域連合受託金 80 49 31

-375

計 55,600 60,096 -4,496

事業項目 Ｈ28予算① Ｈ27予算② 比較①-② 備　考

健康診査等事業
26,725 31,132 △ 4,407 H27は新規事業に係る補正を含む

9 国保会計（特定保健指導分）

2,310 △ 27

母子保健事業 48,094 45,804 2,290

2,283

255 312 △ 57

予防接種事業 165,748 133,493 32,255
H27はインフル委託料増の補正を含む
H28は日本脳炎定期接種化による増

1,337 2,120 △ 783

夜間・休日急病診療所運営事業 95,886 95,629 257

救急医療対策事業 5,975 5,432 543 二次救急医療助成 5,901含

△ 2,476
H27はマイナンバー事業に係る補正を含
む

保健センター維持管理事業 21,250 26,316 △ 5,066 H27は事務室改修等に係る補正を含む

26,287 28,763

166 △ 1

0 0 0

0 0 0

1,082 1,097 △ 15

障がい者自立
支援事業

自立支援給付事業 142,634 119,882 22,752

22,695

8,090 7,276 814 介護保険特別会計

合　計 557,381 509,126 48,255

事業項目 Ｈ28予算① Ｈ27予算② 比較①-② 備　考

一般会計
衛 生 費 398,348 375,653

民 生 費 143,716 120,979 22,737

介護保険特別会計 8,090 7,276 814

国民健康保険特別会計 5,227 5,218 9

合　　計 555,381 509,126 46,255



平成 28 年度母子保健事業予算(追加資料) 

子どもの健康なからだづくり推進会議について 

１． 目 的 

子どもの健やかな育ちを目指し、保健関係者間で恵庭の子どもの健康に関する情報共有や

協議をする場を設け、保健関係者間の連携を深めることを目的とする 

２． 構成員 

＜庁内関係機関＞ 子ども未来室子育て支援課・教育部教育総務課・保健福祉部保健課 

＜庁外関係機関＞ 保育園・幼稚園・認定子ども園・小学校・中学校・高等学校 

３． 会議開催経過 

平成 26 年度  庁内連絡会  2 回 

  庁内担当者による目的･必要性の共有･構成員の検討など 

平成 27 年度  連絡会    2 回 

  市内関係機関の保健担当者の参集による子どもの健康に関する情報共有等 

４． 今後の予定 

平成 28 年度  推進会議   2 回 

推進会議の立ち上げ及び子どもの健康状態等の情報共有と担当者間のネットワーク化 

１）会議開催予定 

第 1回推進会議：平成 28 年 7 月（予定） 

・恵庭市の子どもの健康に関する情報提供、共有等 

第 2回推進会議：平成 28 年 12 月（予定） 

・子どもの健康なからだづくりに関する研修等 

２）平成 28 年度予算措置 

母子保健事業 報償費 30,000 円（講師謝礼） 

        使用料 10,000 円（会場使用料） 


